
第２学年道徳指導案 

指導者 戸 羽 正 和 

Ⅰ  主題名 「つらくてもやり抜く気持ち」 

資料名 がんばれポポ（みんなのどうとく「学研」） 

 

Ⅱ  主題について 

 １ 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 指導観について 

＜道徳的価値と児童の実態＞ 

興味あることや関心の高いこと

に限らず，自分の目標の達成に向か

って辛抱強くやり抜こうとする気

持ちは，思いもよらない困難に直面

したときにそれを乗り越える原動

力になり，ねばり強く達成した喜び

を感じさせることは，困難を乗り越

える勇気や知恵につながっていく

と考える。 

学級の子どもたちは，日々の学習

や家庭学習，係活動等，自分のこと

を自分でやろうとすることの大切

さや自ら立てた目標に向かって努

力し続けることの大切さについて

は，ある程度理解し，実践しようと

している。 

他人からの賞賛や励ましを受け，

努力しやり遂げた達成感から生じ

る心地よさを自覚し，ひたむきに取

り組む子もいるが，長続きせずあき

らめてしまうとする子もいる。 

 

＜資料について＞ 

本資料「がんばれポポ」は，甘え

っ子のポポがはじめてお母さんと

離れ，いろいろな困難に耐えなが

ら，歯を食いしばってがんばり，最

後はきれいで大きな花を咲かせる

ことができた話である。 

子どもたちは困難に出会ったポ

ポの姿に，普段の自分の姿を思い出

しながら共感していくであろう。母

親の言葉を支えに，不安や弱い心と

闘い，自分の力で克服していく過程

を追体験しながら共感できる資料

となる。親からの自立に不安を覚え

ながらも，自分がしなければならな

いことは，つらくてもがんばろうと

いう気持ちの大切さを感得できる

適切な資料である。 

＜目指す子どもの姿＞ 

資料の主人公であるポポの気持

ちになりきり話し合うことで，ポポ

の心の弱さに十分共感させながら，

ねらいとする価値に迫っていきた

い。そのために，母親への依存心が

強いポポが，一人で生きていくこと

になった時の寂しさや知らないと

ころへ行く不安な気持ちについて

話し合うことで，自分の経験と重な

る心情があることに気づかせる。ま

た，葛藤場面では，岩の上で，四日

間も苦しみながら我慢し続けるポ

ポの気持ちや途中であきらめそう

になる心の弱さについて共感的に

理解させたい。 

中心場面では，頑張り通すことが

できた喜びのみを表現したり，母親

への感謝を中心に考えたりするだ

けではなく，自分で頑張り通したこ

とが心地よさにつながったことに

ついて他者との対話を通して捉え

させたい。 

＜復興教育（３つの教育的価値）との関連＞ 

１  生命や心について【いきる】「⑤【やり抜く強さ】」とのかかわり 

  つらくて困難な状況であっても自分の夢や希望の実現に向けて最後までやり抜き生きようとするたくまし

さを育てたい。 

 

２  人や地域について【かかわる】「⑨【仲間や地域の人々とのつながり】」とのかかわり 

  他者（友達）との対話を通して，相手との価値意識の相違を比較し，相手の考えを尊重し合いながらよりよ

い考えや生き方を見出す喜びを味わわせ，人とのつながりの大切さを感じさせたい。 

 

低学年の指導項目１－（２）は，「自分がやらなければならない勉強や仕事は，しっかりと行う。」となっ

ている。中学年１－（２）「自分でやろうと決めたことは，粘り強くやり遂げる。」高学年１－（２）「より

高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する。」に発展していく。 

児童が自立し，よりよく生きていくためには，自分がやらなければならないことはしっかりとやり抜くこと

が大切である。そこには，何事にも粘り強く取り組み，努力し続ける忍耐力も求められる。しかし，それは見

通しもなく取り組むのではなく，よりよい自己を実現しようとする向上心と結び付けてこそ，前向きな自己の

生き方が自覚されてくるといえよう。そのためにも，より高い目標を立てたり，自分としての夢や希望を掲げ

たりして，その達成や実現への志をもち，勇気をもって取り組むことができるようにすることが重要である。 

 この段階においては，やらなければならないことを素直に受け入れることが多いといわれる。特に親や教師

の励ましや賞賛，助言などの下に，この時期の基本的な課題である勉強や自分のなすべき仕事を自分でやるべ

きこととしてしっかりと行うことができるよう指導する必要がある。また，やり遂げてときの喜びや充実感を

味わい，がんばることができた自分に気付くことができるようにすることが求められる。 



３ 指導の構想（関連と発展） 

「自分がしなければならないことは，つらくても最後までやり遂げよりよい自分になろうとする心」を育てる学級

における指導の構想図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 学級活動・体験的活動 道徳の時間 各教科の学習 日常指導・その他 

 

 

（学）学級活動 
（行）学校・児童会行事 
（体）体験的な活動 

勤勉・努力に関する主題
を重点的に行う。 

左記の道徳の時間にかかわ
りのある学習と関連を図る。 
（体）体験的な活動 

子どもの実態に
即し，継続的な指
導を図る。 
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○  子どもたちがつらくて

もやり遂げることができ

るように働きかけたり，努

力しようとする子を教師

が紹介したりする。 

 

 

 

 

 

○  縦割り掃除などで最後

までやり遂げた友達の行

為を発表させ，みんなで認

め合えるようにさせる。 

 

 

 

 

○  教師が，普段の生活で

自分がしなければならな

いことをやり遂げようと

努力する重要さを伝え，深

めさせるようにする。 

 

 

 

 

 

○  家庭との連携を密にし

たり，他の職員と情報交換

を密にしたりするなどし，

児童一人一人の実態把握

に努める。 

 

 

 

教 師 の 願 い 

 
 
 
 
 

＜担任の基本姿勢＞ 
①  子ども同士，教師と子どもという関係をよりよ 
いものにするために，ふれあう機会を設け，信頼 
し合い助け合う学級風土をつくる。 

②  学校生活でつらくても最後までやり遂げたこと 

のある行為を認め，励ましていく。 

自分がしなければならないことは，つらくて
も最後までやり遂げようとする子どもに育って
欲しい。 

環境づくり 
・ 最後までやり抜こ 

 うとし，実行してい

る場面を教師が具体

的に取り上げ，紹介

する。 

 

・ 帰りの会でお互い 

の努力のよさを認め

合う場を設定する。 

 

・ 一日の学校生活で 

努力した児童の名前

と行動内容を掲示

し，雰囲気づくりを

する。 

家庭との連携 
・ 学年報や連絡帳 
などを活用しなが
ら目指す子ども像
に向かう子どもの
姿を伝えていく。 

地域との連携 
・ 子ども会や地域 
の行事などの活動
を通してよりよい
人間関係が育成さ
れることができる
ように連携を図る。 

＜目指す子ども像＞ 
・ 自分がしなければならないことが理解できる子ども 
・ つらくても最後までやり遂げようとする子ども 

〇「縦割り掃除」（体）通年 

 汚れている所を見つけ，隅々ま

できれいにしようとする態度を養

う。 

 

 

○「大運動会」（行） 

団体競技・演技の練習で，疲れ

るような状況でも，自分の目標に

向かって笑顔で最後まであきらめ

ず行動することができる。 

◆「がんばれポポ」（６月） 

勤勉・努力 

自分がしなければならないこと

は，つらくても最後までやり遂げ

よりよい自分になろうとする心情

を育てる。 

＜つらくてもやり抜く気持ち＞ 

○ 生活（体） 

「とびだせ仁王たんけんたい」 

身近な地域に出かけ，自分が調べたい

ことと思ったことを最後まで調べるこ

とができる。 

 

 

○ 生活（体） 

「３年生へジャンプ」 

 自分自身の成長に関心をもち，これま

での生活や自分の成長を振り返り，３年

生からの自分自身の成長への願いをも

って意欲的に生活しようとしている。 

○ 算数 

「かけ算」 

 かけ算九九の暗唱に取り組み，あきら

めず暗唱練習に取り組むことができる。 

○ 国語  

「たんぽぽのちえ」 

文章の内容と自分の経験とを結び付

けて，自分の思いや考えをまとめ，発表

し合う。 

◆「書き方の時間のこと」（２月） 

勤勉・努力 

自分がしなければならない勉強

や仕事をしっかり行おうとする。

＜自分のことをしっかりと＞ 

〇「かかりをつくりなおそう」（学） 

みんなのために必要な学級内の

仕事は何かを考え最後まで活動し

ようとする態度を養う。 

〇「春の遠足」（行） 

春の野山を歩いたり，草花や樹 

木の様子，昆虫や鳥などの様子

を観察したりする。 

〇「もうすぐ３年生」（学） 

学習や生活を振り返えらせる

ことを通して，どのような３年生

になりたいか考え，向上しようと

する態度を養う。 

○ 生活（体） 

「とびだせ仁王たんけんたいⅡ」 

身近な地域に出かけ，自分が調べたい

ことと思ったことを最後まで調べるこ

とができる。 

 

 
〇「学年マラソン運動」（体） 

 体力向上のために，自分の決め

た目標周に向かって，毎日，努力

しようとする。 

 

 ○「短縄運動」（体） 

 自分が決めた跳ぶ回数や技に

挑戦しようとする。 



Ⅲ  本時の指導構想 

 １ 本時の指導 

本時で目指す子どもの姿 

  

 

 

 

 

 

 

 

授業像 

 

 

 

 

 

 

【１単位時間の指導過程】  

 

 

〈問題の把握〉〈問題の分析・追求〉  〈価値の感得・理解〉   〈価値の主体化〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間の流れ 

自分の考えをもつ。 
・ よさや弱さがあるポポの心情を考

える。（主人公の行為に浸らせ，な

りきる。） 

・ そのために動作化や役割交代を取

り入れて，他者の違った考えに気付

き，共感する。 

・ 心を揺さぶる補助発問で葛藤 

するポポの心情を考える。 

 

集団で価値意識を練り

上げる。 
・「くわしく話してごらん。」と思考を深める促 

しを行う。 

・「○○さんはどうしてそう思ったのかな」と

根拠となる考えを聞き出す。 

・子どもの考えを揺さぶる補助発問や切り返し

の補助発問。「（多様な価値判断が引き出された

上で）これらの考えの中で，大切にしたい気持

ちはどんな気持ちでしょう。」などの発問によ

り，ねらいとする価値に迫る。 

 

自
己
の
現
有
の
価
値
意
識 

 

自己内対話 
ポポが岩の上で，つら

い気持ちや母の言葉を

励み頑張ろうと気持ち

で葛藤する心情を考え，

心の弱さに共感する。 

 

自己内対話 
 
 
 
 
 
 
他者との対話 

自己内対話 

 

他者との対話によっ

て変容していった自己

の価値意識 

 

 
 

自
己
の
価
値
意
識
の
高
ま
り 自己内対話と他の人と

の対話を効果的に取り入
れる。 
・ 意図的な指名を行う。 

資料の主人公「ポポ」の心情についての話合いを通してポポの「心のよさや弱さ」に十分浸り（自己内対

話），「自分のことを自分の力で成し終えた喜びと充実感，つらくても頑張り通すことの大切さ」についての

価値意識を表出させる話合い活動（他者との対話）をすることにより，自己の生き方をより深く見つめ，自

分の目標に向かって辛抱強くやり抜こうとする価値意識が高まる子どもが育つと考える。 

 

道徳の時間の「問題の分析・追求」や「価値の感得・理解」段階において，自分の考えと他者との考えの

違いを明らかにすることで自己内対話を図り，集団で価値意識を練り上げる他者との対話を位置付けた話し

合いを取り入れることにより，自己のものの見方，考え方，感じ方をより深く見つめ，よりよく生きようと

する価値意識の高まりが見られる授業になると考える。 

 

対話をする必要
感をもたせる。 
・ 友達との考えの違いが見ら

れる板書にする。 

 

 

頑張り通すことができた喜び

や充実感だけを表現したり，母

親への感謝を中心に考え判断し

たりするだけではなく，自分で

頑張り通したことが心地よさに

つながったことを話し合う。 



２ ねらい 

 ○自分がしなければならないことは，つらくても最後までやり遂げよりよい自分になろうとする心情を育てる。 

 ３ 展開の大要 

 学習活動と主な発問 予想される児童の発言や心の動き 指導上の留意点（・） 

研究の手立て（◇） 
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の 

把 
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問 

題 

の 

分
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追
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１  つらくてくじけてしまっ

た経験を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  資料を読んで感想を発表 

し，話合いの方向をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ お母さんにはげまされなが

ら風にふかれ，とび出していく

ポポの気持ちについて話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  岩の上で，四日間，おかあ

さんの言葉を思い出しなが

らつらいことをがまんして

いるポポの気持ちについて

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 一人勉強をやっていたが，テレビが 

気になって途中で止めてしまった。 

・ 鉄棒を練習していたら，お腹が痛

くなったから途中で止めてしまっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ とってもさびしいよ。 

・ 今まで，ずっと一緒だったか 

ら離れるとさびしいよ。 

・ 一人で生きていけないよ。 

とっても不安だよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 死んじゃうよ。 

・ 寒いし暑いし，もういやだよ。お母

さんのところへ帰りたい。 

・ のどもかわいて，もうたえられな

い。 

・ 一人でも頑張ってきれいな花を咲

かせてよう。 

 

 

・ ついやめてしまいたく

なる心の弱さは誰もがも

っていることに気付かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・ つらく苦しい目に合い

ながらも広い野原の真ん

中で大きな花を咲かせる

ことができたポポの心情

をもとに本時のねらいへ

の方向付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 甘えん坊のポポが一人

で生きていくことになっ

たときの寂しさや心細

さ，不安な気持ちに共感

させる。 

◇ 自己内対話を通してポ

ポの不安な気持ちに共感

させる。 

 

 

 

・ 場面状況を把握させる

ため，臨場感溢れる場面

絵を提示する。 

・ 夜は寒さ，昼の暑さに

苦しみながら我慢を続け

るポポの気持ちを共感的

に受け止めさせるととも

に，途中であきらめそう

になる弱さにも気付かせ

たい。 

◇ ポポになりきり動作化

することで主人公の苦し

○  しなければならないこ

とを途中でやめてしまっ

たことにどんなことがあ

りますか。 

 

広い野原の真ん中で，大きな花を咲かせた時，ポポはどんな

気持ちだったでしょうか。 

 

○ 「おかあさあん，おかあ

さあんと」と言いながらと

び出していったポポは，ど

んな気持ちだったでしょ

うか。 

 

○  岩の上でポポはどん

なことを考えたでしょ

うか。 

〇 ポポのやったことにつ

いてどんなことが心に残

りましたか。 

 

具体的な子どもの姿 

 心の弱さに負けてしまった自己の価値意識を

想起している。 

（マイナスの価値意識） 

具体的な子どもの姿 

 母親への依存心が強く，甘えん坊なポポの
一人で生きていくことになった時の寂しさや

知らないところへ行くことになる不安な気持

ちについて共感している。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価
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感

得 

・

理

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価

値

の 

主

体

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ポポが根を深く伸ばし，芽を

出して春になって大きな花を

咲かせたときのポポの気持ち

について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ポポにどんな言葉をかけて

あげたいか話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

７ つらくてもてがんばってや

り遂げた時の気持ちを話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

８  教師の話を聞く。 

・ お母さんの言葉を思い出してがま

んしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ やったうれしい。 

・ お母さんありがとう。 

・ がまんして大きな花を咲かせる 

 ことができてうれしいよ。 

・ つらかったけど，がんばり続けて

よかったな。とてもいい気持ちだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 最後まで頑張ってえらいね。 

・ がんばればいいことがあるね。 

・ これから苦しいことがあってもが

んばってね。ぼくもがんばるよ。 

 

 

 

 

 

 

・ 毎日，一人でも練習を続けたら縄跳 

びの二重跳びができるようになっ

た。 

・ 算数の計算が苦手だったけど，あ

きらめないでいっぱい練習したらで

きるようになった。 

 

い心情に迫る。 

◇ 「母親の言葉」を思い

出して，がまんしようと

する心情について交代し

て演じることにより，自

己のよさや可能性に気付

かせ自己内対話を図る。

＜手立て＞ 

◇ 負けそうな心と一生 

懸命我慢する心の葛藤に

気付かせる。 

 

・ つらいことを頑張りぬ 

き，花を咲かせたポポの

喜びにひたらせる。 

 

◇ ねらいに近づく発言を

広げ，「なぜ，そのよう

な気持ちになったのか。」

つきつめたりゆさぶった

りする切り返しの発問を

行いながら，ねらいに向

かって焦点化を図り，価

値に迫りたい。 

（他者との対話） 

＜手立て＞ 

・ 対話することで変容し

た子どもの考えを吸い上

げる。 

 

 

・ よりよい生き方を求め

ることへのあこがれを膨

らませたい。 

 

 

 

 

・ 価値実現を図ったこと

の心地よさを味わわせる

ことにより，実践意欲を

高めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

・ たくましく生きる人や

動植物の話をし，余韻を

もって終わらせる。 

◎ 広い野原の真ん中で，大

きな花を咲かせた時，ポポ

はどんな気持ちだったので

しょう。 

○  自分がしなければなら

ないことをつらくても最

後までがんばってよかっ

たと思ったことにどんな

ことがありましたか。 

具体的な子どもの姿 
 苦しみながら我慢し続けるポポの気持ち

に共感させるとともに，途中であきらめそ

うになる心の弱さにも気づく。 

 

 

 

 

 

具体的な子どもの姿 

 頑張り通すことができた喜びや充実感だけ

を表現したり，母親への感謝のみ考えたりする

だけではなく，自分で頑張り通したことが心地

よさにつながったことを話し合う。  

 

 

○ きれいな花を咲かせるこ

とができたポポに，みんな

はどんな言葉をかけてあげ

たいですか。 



〈資料分析図〉 

１ 主題名 「つらくてもやり抜く気持ち」 

２ 資料名 「がんばれポポ」（みんなのどうとく 学研） 

３ ねらい つらくても自分がしなければならないことは，最後までやり遂げようとする心情を育てる。 

    

 

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

   

  

主
な
場
面 

主
人
公
の
意
識 

価
値
の
関
連 

児
童
の
反
応 

主
な
発
問 

〇 「おかあさん，おかあさんと」

と言いながらとび出していった

ポポは，どんな気持だったので

しょう。 

 

 

○ 岩の上でポポはどんなことを

考えたのでしょう。 

 

 

 

 

・ とってもさびしいよ。 

・ 今まで，ずっと一緒だったか 

ら離れるとさびしいよ。 

・ 一人で生きていけないよ。 

とっても不安だよ。 

 

 

 

 

 

・ 死んじゃうよ。 

・ 寒いし暑いし，もういやだよ。お母さんのところへ 

帰りたい。助けて会いたいよ。 

・ のどもかわいて，もうたえられない。 

・ 一人でも頑張ってきれいな花を咲かせてよう。 

・ お母さんの言葉を思い出してがまんしよう。 

 

 

 

 

 

・ さびしいよ。 

・ ずっと一緒にいたいよ。 

・ 独りぼっちなんて嫌だよ。 

・ お母さんと離れたくないよ。 

（心細く，不安な気持ち） 

 

・ がまんできないよ。とてもつらいよ。 

・ 寒くて暑いよ。助けて。 

・ お母さんのところへもどりたい。 

・ お母さんが応援してくれているはずだ。頑張るぞ。 

・ つらくても頑張ってきれいな花を咲かせよう。 

 

 ポポがお母さんにはげまされ 

ながら風にふかれとび出してい 

く場面 

 ポポが岩の上で，四日間，おか

あさんの言葉を思い出しながら

つらいことをがまんした場面 

 

 

 

 

 
自己中心的 
不安 

孤立感 

向上心 

忍耐力 
苦しさ 

 不安 
 

 ポポが根を深く伸ばし，芽を出 

して春になって大きな花を咲か 

せた場面 

 

 

 

・ がんばったよ 

・ お母さんありがとう。お母さ

んのおかげだよ。 

・ つらかったけれど，がんばっ

てよかった。 

・ やればできるんだ。 

 

・ やったうれしい。 

・ お母さんありがとう。 

・ がまんして大きな花を咲かせる 

 ことができてうれしいよ。 

・ つらかったけど，がんばり続けて

よかったな。とてもいい気持ちだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜び 

達成感 

 

 

 

◎ 広い野原の真ん中で，大きな

花を咲かせた時，ポポはどんな

気持ちだったのでしょう。 

 

 

 


